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●中部脳神経外科看護セミナー運営事務局 ●第38回中部脳神経外科看護セミナー運営事務局

平成28年9月17日（土）
午前10時より



 

【同時開催】 

第 91 回 日本脳神経外科学会中部支部学術集会 

開催日：平成 28 年 9 月 17 日（土） 午前 9 時 00 分～ 

会場：アクトシティ浜松 コングレスセンター3 階 

会長：難波 宏樹（浜松医科大学脳神経外科） 

事務局：浜松医科大学 脳神経外科 

 

第 27 回中部神経内視鏡研究会 

開催日：平成 28 年 9 月 17 日  午後 17 時 40 分（予定）～ 

会場：アクトシティ浜松 コングレスセンター3 階 

会長：難波 宏樹（浜松医科大学脳神経外科） 

事務局：浜松医科大学 脳神経外科 

 

第 21 回市民公開講座 「脳腫瘍」 

開催日：平成 28 年 9 月 18 日（土） 開場 13 時～ 講演 14～16 時 

会場：アクトシティ浜松 コングレスセンター3 階 

会長：難波 宏樹（浜松医科大学脳神経外科） 

事務局：浜松医科大学 脳神経外科 

 

 

【次回ご案内】 

第 39 回中部脳神経外科看護セミナー 

開催日：平成 29 年 9 月 16 日（土） 

開催担当：三重大学脳神経外科 

会長：鈴木 秀謙 

 

 

 



● 受付 

日時：平成 28 年 9 月 17 日 
場所：アクトシティ浜松 コングレスセンター５階 
参加費：1000 円 
 
● 演者の方へ 

講演時間は 7 分、討論は各演題につき 3 分です。 
発表開始後 7 分で 1 回目にチャイム、8 分で 2 回目のチャイムを鳴らし、合図いたしますので時間厳守

でよろしくお願いします。 
発表はパソコンでお願いします。 
ご自分のパソコンと専用のコネクター、電源をお持ちください。 
また、万一に備え、USB メモリに入れたデータもご持参ください。 
 
● 第 91 回日本脳神経外科学会中部支部学術集会との合同ランチョンセミナーについて 

「てんかん外科の歴史と未来」 
       座長：鮫島先生 （浜松医科大学脳神経外科） 

                 
         演者：聖隷浜松病院 副院長・てんかんセンター 
            山本 貴道 先生 

 
                 共催：第一三共株式会社 

 
場所：アクトシティ浜松 コングレスセンター３１（3 階） 
時間：１２：１０～１３：００ 
お手数ですが中継は行いませんので、コングレスセンターの３階に移動をよろしくお願いします。 
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第 38 回中部脳神経外科看護セミナープログラム 

 
9:30~    受付開始 
 
10:00~10:10 開会式・挨拶 

１．浜松医科大学医学部附属病院 脳神経外科 教授 難波宏樹 
２．浜松医科大学医学部附属病院 看護部 看護部長 鈴木美恵子 

 
10:10~10:50 発表１ 

座長：望月 敦美（浜松医科大学医学部附属病院） 
１．脳外科病棟における嚥下機能障害患者の食事形態選択に対する際のアセスメ

ントとその思いについて 

浜松医科大学医学部附属病院 ３階東病棟 
○澤井美歩 阿部智恵美 伊藤湯加理 
 

２．A 病院における ICU スタッフ教育への取り組み～摂食・嚥下訓練を中心に～ 

掛川市・袋井市病院企画団立 中東遠総合医療センター 
○佐藤百合子  
 

３．環境整備の現状分析―新たなルール作りを目指してー 

   愛知医科大学病院  
   ○松永佑一 高原里恵 田邊治毅 田島いつ子 
 
４．A 病棟における夜勤 PNS の実践報告 

    浜松医科大学医学部附属病院 3 階東病棟 
    ○清水美香 田口了子 伊藤湯加理 
 
11:00~12:00 講演 

座長：伊藤湯加理（浜松医科大学医学部付属病院） 
「看護師の倫理的ジレンマ」 

浜松医科大学医学部看護学科 基礎看護学 教授  片山はるみ 
 
12:10~13:00 ランチョンセミナー 
   会場：コングレスセンター31 
      「てんかん外科の歴史と未来」 

山本 貴道先生 （聖隷浜松病院 副院長・てんかんセンター） 

 

13:10~13:50 発表２ 
                座長：田所 孝子（三重大学病院） 
 
５．脳神経病棟における「せん妄」に対するとらえ方とせん妄ケアの実態 

   金沢医科大学病院 看護部 
   ○井上千亜紀 東めぐみ 西田由佳 林美香、東和美 
  
６．身体抑制の妥当性の検証 

   医療法人円会 瀬口脳神経外科病院 
   ○杉山恵 後藤朋美 木下優子 
 
７．前頭葉腫瘍摘出により慢性混乱がみられた患者へ日課表掲示がもたらした効

果 

   信州大学医学部附属病院東５階病棟 
   ○岩垂浩隆 野瀬貴可 横内とみ子 
 
８．小児科病棟における在宅療養患者の継続看護～在宅療養評価表の導入～ 

   浜松医科大学医学部附属病院 4 階西病棟 
   ○牧田美佳 内山千裕 山本明美 永山恵梨子 寺阪比呂子 
 
14:00~14:40 発表３ 

         座長：阿部智恵美（浜松医科大学医学部附属病院） 
 

９．手術を受ける患者へ入院前に配布するパンフレットと DVD の有用性 

   信州大学医学部附属病院 東５階病棟 
   ○池田裕樹 種山愛里 野瀬貴可 横内とみ子 
 
10．A 病院での脳神経外科側臥位手術における褥瘡予防の取り組みと課題 

浜松医科大学医学部附属病院 手術部 
○川島知晃 宮崎沙也香 山崎由美子 袴田理津子 岡美帆 中村泰江 
 

11．アクチバシン投与例からみえる当院救命救急センター看護師の役割と今後の

課題 

   掛川市・袋井市病院企業団立 中東遠総合医療センター 
   ○松田誠 
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12．与薬忘れインシデントの要因分析 

   名古屋大学医学部附属病院 ７E 病棟 
   ○近藤大稀 重松協子 久保夢華 日比野朋子 上谷いづ実 家崎志のぶ 
 
14:40~14:50   閉会の挨拶 

１．浜松医科大学医学部附属 ３階東病棟 看護師長 伊藤湯加理  
２．三重大学医学部脳神経外科 教授 鈴木秀謙 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

  

脳外科病棟における嚥下機能障害患者の 
食事形態選択に対する際のアセスメントと思いについて 

 
浜松医科大学医学部附属病院 3 階東病棟 
○澤井美步  阿部智恵美  伊藤湯加理 

 
１．はじめに 

当病棟では、脳神経外科の患者さんに対して、嚥下機能評価をする場面が多く、経

口摂取の開始の際には、水飲みテストを実施し、嚥下食開始後の嚥下状態の観察も主

に看護師が行っている。しかし、共通のフローチャートを使用せず各々のアセスメン

トにより食事形態の選択をしている現状があるため、食事形態を選択する際に「この

アセスメントで間違っていないか」という不安や迷いを感じる事がある。そこで脳外

科病棟に勤務する看護師が、嚥下機能障害患者の食事形態を選択する時に、どのよう

に嚥下アセスメントをし、その時にどのように感じているのかを明らかにしたいと考

えた。 
２．研究方法 

脳神経外科病棟に勤務しており、看護師としての経験が３年以上で、研究参加に同

意の得られた者を対象とした。研究者が作成したインタビューガイドをもとに、半構

成的面接を実施した。インタビューガイドの内容は、「食事の観察」「食事形態の選択」

「嚥下ケア」を行う時点での、看護師の判断や考えで構成した。面接内容の逐語録を

質的データとして、内容分析の手法を用いて、質的帰納的に分析を行い、脳外科病棟

に勤務する看護師が、嚥下機能障害患者の食事形態を選択する時に、どのような思い

を持ちながら食事形態を選択しているかについて明らかにした。なお、分析にあたっ

ては、質的研究の専門家のスーパーバイズを受けると共に、研究者間で分析結果につ

いてディスカッションを行い、分析内容の信用性の確保に努めた。また、研究実施に

際しては、研究対象者に、自由意思に基づく研究参加であること、参加拒否による不

利益のないこと、プライバシーの保護、匿名性の遵守、面接での収集情報は研究目的

以外には使用しないことについて、口頭および文書を用いて説明し、研究への参加依

頼を行なった。研究実施に際しては、浜松医科大学の倫理委員会において承認を得た。 
３．結果 

研究対象者は 4 名（女性 3 名、男性 1 名、平均年齢 27）で、看護師経験は 3 年～ 
7 年、看護師経験平均 5.2 年、脳外科看護経験平均 2.8 年であった。脳神経外科病棟に

勤務している看護師 4 名の面接内容をデータとし、質的帰納的に分析を行った。嚥下

機能障害患者の食事形態を選択する際の看護師のアセスメントは 132のコードとなり、

その後の分析の結果、19 のサブカテゴリー、7 のカテゴリーが抽出された。カテゴリ

ーとしては、「食事形態変更については、不安であり、自信がない」「患者にとって最
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